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■消費収支の構成比率
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帰属収入構成比率の推移 

雑収入 
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財務データ 
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消費支出構成比率の推移 
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■学生数及び学生生徒等納付金の推移

■教職員数及び人件費の推移

■財務比率の推移

　主要財務比率の説明
主要財務比率 評価 比　率　説　明

【学生生徒等納付金比率】 － 学校法人の帰属収入のなかで最大の比重を占めており、この比率は、安定的に推移することが経営的に望ましい。

【 補 助 金 比 率 】 △ この比率は自主財源である学納金やその他の収入が安定している限りにおいて高くなることが望ましい。

【 基 本 金 組 入 率 】 △
資産の充実のためには､基本金組入額が大きく､比率も高いことが望ましいが､その場合､帰属収入から組入額を除い
た消費収入が小さくなり､結果として消費収支差額が支出超過となることがある。

【 人 件 費 比 率 】 ▼ この比率が特に高くなると、消費支出全体を大きく膨張させ消費収支の悪化を招きやすい。

【 教 育 研 究経 費比 率】 △
これらの経費は教育研究活動の維持・発展のためには不可欠なものであり、この比率は消費収支の均衡を失しない
限りにおいて高くなることが望ましい。

【 管 理 経 費 比 率 】 ▼
これらの経費は教育研究活動のために支出されたもの以外の経費であり、学校法人の経営のためには、ある程度の
支出はやむをえないとしても、比率としては低いほうが望ましい。

【 帰 属 収 支差 額比 率】 △
この比率がプラスで大きくなるほど自己資金は充実していることとなり、経営に余裕があるものとみなすことがで
きる。

【有形固定資産構成比率】 ▼
この比率が低いほど現金預金・引当特定預金などの金融資産が多く、経営上の余裕と投資の可能性が大きいことが
わかる。

【 固 定 比 率 】 ▼
土地､施設等の固定資産にどの程度自己資金(基本金+消費収支差額)が投下されているかを見る値。ただし､固定資産
のうち､有形固定資産とその他の固定資産の割合に留意しなければならない。

【 流 動 比 率 】 △
一般的に高い値が良いと言われているが､資金運用の点から現預金から長期有価証券等へ運用替えしている場合もあ
るので､この比率が低いといって資金繰りに窮しているとは限らない。

【 総 負 債 比 率 】 ▼
この比率は低いほど良く､50％を超えると負債総額が自己資金を上回ることになり、100%を超えるといわゆる債務超
過となる。

【 前 受 金 保 有 率 】 △
翌年度の帰属収入となるべき前受金が､翌年度繰越支払資金として当該年度末に保有されているかを見るもので､
100％を割るということは､資金繰りが苦しい状態の一つの表れと考えられる。

注）　評価　：　△高い値が良い、　▼低い値が良い、　－どちらとも言えない
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消費収支関係比率の推移

項　目 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 評価

学生生徒等納付金比率 45.8% 49.1% 48.2% 46.6% 42.2% －

補助金比率 15.7% 8.6% 5.2% 5.9% 11.4% △

基本金組入率 20.9% 38.2% 31.5% 42.3% 29.9% △

人件費比率 43.8% 48.9% 46.8% 51.0% 49.5% ▼

教育研究経費比率 23.5% 24.9% 27.0% 29.1% 27.1% △

管理経費比率 3.1% 3.4% 3.5% 4.1% 3.6% ▼

帰属収支差額比率 28.8% 22.1% 22.5% 15.6% 19.3% △

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

160%

180%

200%

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

有形固定資産構成

比率
固定比率

流動比率

総負債比率

前受金保有率

貸借対照表関係比率の推移

項　目 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 評価

有形固定資産構成比率 20.5% 19.9% 19.6% 19.3% 19.1% ▼

固定比率 103.3% 104.1% 103.2% 102.8% 101.8% ▼

流動比率 129.2% 94.9% 96.2% 101.9% 142.4% △

総負債比率 7.5% 6.3% 4.7% 4.5% 4.1% ▼

前受金保有率 175.9% 108.9% 100.2% 131.2% 162.5% △
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